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足関 節へ の テ
ー

ピ ン グ お よび サ ポーターの関節 可動域 な らび に

パ フ ォ
ーマ ン ス へ の 影響

○渡邉紳
一、五 十嵐允俊、折居 弘隆、反 町 　睦 、 高橋勝美、

　松尾　崇 （神奈II江 科大学創造工 学部 ）

　砂 川憲彦 （帝京 平成 大学 現代 ラ イ フ 学 部、早稲 出 大学大 学

　院ス ポー
ツ科 学研究科）

　本郷仁吾 （帝京大学医療技術学 ゴ匡）

【目的】我々 は前回の合 同大 会 にお い て 、テ ーピン グや サポー
タ
ー

の 有 無 と施術 者 の 違 い がお よ ぼ す生 体や パ フ ォ
ー

マ ン ス へ の 影

響 （足 関 節 可 動域、フ ァ ン ク シ ョ ナ ル リ
ー

チ テ ス トな ど） に つ

い て 報 告 した が 、実 施 した 運 動 の 運 動 量が 比較 的少 なか っ た こ

とが影響 した ため か、施術 条件 問で 有 意な差 は み られ な か っ た 。

本 報 告 の 巳 的 は、よ り運 動 量 の 多い 運 動 を 実施 し、施術 条件 間

の 生 体や パ フ ォ
ーマ ン ス へ の 影響 に つ い て 検討す る こ とで ある u

【対 象 と方法】21・− 24歳 の 下 肢の 運動機能に 障が い を有 して い な

い 健常な 男 子大学生 10名 （170．5± 3．7cm 、64、9± 工0、6kg〕 を対象

と し た。ホ ワ イ トテ
ープ （Johnson＆ JohnsQn；3．8cm）を使 用 し、

  H本体育協会公 認 ア ス レテ ィ ッ ク トレ
ー

ナ
ー
有 資格者 1名 （熟

練 者） と  男子大 学生 1名 （非熟練 者）が、日本 体 育協 会 の 教 本

に準拠 して 対 象者 の 両 足 関 節 へ 臼 を変 え て テ ーピ ン グ を施 術 し

実験 を実施 した。また こ れ ら とは別 の 日 に、  対象者 自身が サ

ポー
タ
ー （mcDavid ；22．5cm 〜28．5cm ）を両 足 関節へ 装 着 し実

験 を 実施 した、以 上 の   〜  ．お よ び  施術・装着 な しの 条件下 で 、
足 関節可動 域 （背屈 ・底 屈 ）の 計 測、反復横跳び、立 ち幅跳 び、
50m 走 を実施 した。
【結 果お よ び考 察】足 関節の 可動域 は、左 脚 の 背屈 にお い て の み

施術 条件問 で 有意差 が み られ、非 熟練者 に よ る 施術 が 最 も制 限

され て い た。実施 時 間を30秒 間 に延 長 した反復横 跳び で は、熟

練 者の 施術 に お ける 記録 が 最 もよ くな か っ た が 、施 術 条 件 間 で

統 計学 的 な有 意差 は なか っ た。さ ら に、立 ち 幅跳 び や 50m 走 に

お い て も、施術 条件 間で 測 定結果 に 有意差 は認 め られ なか っ た。
こ れ ら の こ とか ら、本 報 告 で 実 施 し た運 動 や 計測 で は、足 関節

可 動 域 に 生 じる 制 限 が 運 動 を制限 す る ほ どの 影響 を お よ ぼ さな

い こ と が示唆 され た．今後 は、施術 部位 に 加 わ る圧 力や、足関

節 の 内反 お よ び外 反 時の 可 動域 の 測 疋 を実施 し、多方面か らの

検討 を続 けて い く予定で あ る。

頸髄損傷 者に お ける 長期の 在宅生活が 体 力に 及ぼす影響

0 本畑 　聡 （別府重度障害者 セ ン ター）

　別 府重 度障 害者 セ ン タ
ー

で は、各種の リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン を

行 い 、頸髄 損傷者 の 杜 会復帰 に向 けた支 援 を行 っ て い る。セ ン

タ
ー

利 用 前 の 生 活 状 況 が 体 力面 や 訓 練 効 果 に どの よ うな 影響 を

及 ぼ す の か、車椅 子走 記録 か らそ の 傾向 を 探 る こ と と し た。対

象者 は、頸髄 損傷 者 29名 （ザ ン コ リ
ー

の 分 類　2−B ： 工
．一・4−A ）

で あ っ た。各種走記録等の 結果 を在宅生 活暦 の ない 利 用者 〔1

群）、在 宅生 活暦 の あ る 利用 者 〔H 群〕 で 比較検 討 した。受傷後

の 急 性期治 療の 期 間 は 両 群 で 大 きな 差 は見 ら れ なか っ た 。

一
方

H 群 で は在 宅期 閊が 20 年近 くに 及ぶ ケ
ー

ス もあ っ た。各種走 記

録 に つ い て は 、IOm 走 初 図 が 1 群 7．9± 1．2秒 H 群 8．73± 3．34秒、
10m 走 ベ ス ト記録 が 1 群5．7± 0，8秒 　 H 群6．63± 2．15秒 　3分 間

走 初回記 録 が 1群 222．0± 33．9m 　 且 群 2〔〕6．7± 81、4m 、3分 間走 ベ

ス ト詑 録 が Iff311．5± 37．6m　 H 群 280．6± 71．5m と な り、い ず

れ の 走記録 も 且群 が や や 低 い 傾 向 が み られ た．：さ ら に 在宅 時 に

車椅 子 か らベ ッ ドへ の 移乗 〔トラ ン ス フ ァ
ー）が 自立 して い る

群 Ha 群 （ザ ン コ リ
ー

の 分 類 　ZB ：M 〜4−A ）と 自立 して い な い

群 Hb 群 （2・B ： 工一一　ZB ： H ）に分 類 し、同様 に 工群 も H 群 の 機

能分類 に 合 わせ て デ
ー

タ を整理 した。そ の結果、a 群で は、在宅

経験者 が体 力面で 高 い 結果 とな っ た。一
方 b群で は、在宅経験 者

が い ずれ の 走 記 録 も低 い 結 果 と な っ て い た。トラ ン ス フ ァ
ー

が

自立 し て い ない 機 能 的に 重 度の 頸 髄損傷 者 は、在 宅生 活 に おい

て はほ ぼ 全 介護に な る場 合が 多い 。 長 期 の 在 宅生 活 で 自ら動 く

こ とが 少 な い 状況 で は 、体 力 の 維持が 困 難 な こ とが 結 果 よ り推

察され た。．一
方、機能的に 良い a 群に な る と、日常生恬 の 自立 度

が 高 く、日常 生 活 動作 を行 うこ と で体 力維 持で きて い る こ とが

推察 され た。さ らに、各走種 目の 改 善率 を調べ た結 果か ら は、［

b群 にお い て は、Ib 群 と ほ ぼ 同様 の 改 善 が み られ る こ とか ら、
長期の 在宅 生活 に よ る 2次 障害等の 阻 害因子 が あ る 中で 、適切 な

リハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン に よっ て 体 力面 で の 向上 が十 分 に期 待で き

る こ とが 結果 か ら伺 うこ とが で きた。

グ ラ ウン ド・ゴル フ コ ース の 被 災状況 と復興 へ の 課 題

○佐藤 広之

　（独 立行政 法人 国 立 病院機 構 東 京 病 院 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 科）

　東 北地 方で は 2012 年 に ねん りん ピ ッ ク 宮城
・
仙 台2012、2016

年 に岩手 県で 第71回国民体 育大会 が 開催予 定で 、それ ぞ れ の 大

会 にお い て グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ も競技種 目の ひ とつ で あった 。 し

か し、先の 震 災の 影響 で ねん りん ピッ ク に つ い て は規模 を 縮小、
い わ て 国 体 に つ い て は 震災復 興 に 資 力 を注 ぐた め に諸 塰 備 に 充

て られ て い た予 算 執行保留と さ れ た 。

　東北 地 方 に は 33の グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ 認 定 コ
ース が あ り、宮

城県で は 5 つ の うちね ん りん ピ ッ ク の グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ 会 場 に

予 定 され て い た南 三 陸 町 と石 巻 市 の 2 つ が 津 波の 影響 を受 けた。
福島県 で は 2つ の うち双葉郡 の 1つ が原発事 故の 影 響で 使用 で き

な くな っ た 。岩 手県 で は 5 つ が す べ て内 陸部 に位 置 して い た た め

津波 の 影 響 は 受け なか っ た が、2016年 い わ て 国体 で の グ ラ ウ ン

ド・ゴ ル フ 会場 に予 定 され て い た大船 渡市内 の コ
ース は 使用で

きな くなっ た。認 定コ
ー

ス 以外の 状 況 は正 確 に は 把握 され て い

ない が、コ
ー

ス 自体が 流 出 した り、瓦礫 に 覆 わ れ た り、旭 具 小

屋が 流 出 した りな どが あ っ た 。コ
ース 白体は 難 を逃 れ た もの の、

コ
ー

ス の あ る運動施設 全体が 休止 とな っ た り、避難所 や 物 資置

場あ る い は 駐車場 等 に 利 用 され た り して コ
ース と して使 用 出 来

ない 場合 もあ っ た。
　全国 に 300万人 と もい わ れ る グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ の 愛好者 の 多

くは 同年代 の 高齢 者 に 比 べ て 活動性 が 高 く、H 常 的 な 連 動 習 慣

が 体力 ・健康 維持 に寄 与 して い る と考え られ る。プ レ
ー

ヤ
ー

個々

も被災 し、家 を失い 、ス ポ
ー

ツ 用具 も失 っ た 人が少 な くない ため、
直ち に ス ポ

ー
ッ の こ とを考 える 余裕 は な い とい う現 実 も あ る が、

艮 期 的 な 視 点 に立 て ば ス ポ ーツ 活動 の 時 間 と空 間が 失 わ れ る こ

とが QOL の 低 下 につ なが る こ とは 想像 に 難 くない 。ゲ
ー

トボ
ー

ル 、パ ー
ク ゴ ル フ 、タ

ーゲ ッ ト
・バ ー

ドゴル フ な どの ア ダ プ テ ッ

ド ・ス ポ
ー

ツ につ い て も 同様 の 状 況 と考 え られ 、復 興 の 諸 計画

に は こ う した 生涯 ス ポ ーツ の 場 をど の よ うに 再 建 す る か も含ま

れ なけれ ば な ら な    

「ソ フ トボ ッ チ ャ 」の 開発 と その 活動効果の 検討

○小 野 　隆 〔岡 崎 女子 短 期 大 学 　人 間 福 祉 学科 ）

【目的】岡崎市福祉 の 村 「の ぞ み の 家」（知 的 障害者通 所授産 施設 ）
の 方 々 が 製 作 ・販 売 す る商 品 名 ：「の ぞ み っ こ 印の ま りち ゃ ん」

とい うボ
ー

ル 〔岡崎 市内 の 物 産、製 品 と して の 質の 高 さ、人気

の 高 さ、1個 2001．1亅、形状 ：指 の み で 掴 め る、手 の ひ ら に 載 る、
大 き さ ：直径 10cm、牽：さ ；50g と、適度 に軽 量、カ ラ フ ル な色

遣 い ：癒 し効果 も期待｝ を 用い て 、レ ク リ エ ーシ ョ ン ・ボ ッ チ ャ

の ル ール に て 行 うゲ
ーム を 「

．
ソ フ トボ ッ チ ャ 」 と名付 け、そ の

開発 と活動効果の 分析 に つ い て 検討す る ，、
〈 ボ ッ チ ャ の 活動 分析 〉 【方法】イベ ン トにお い て、通 常の レ

ク リエ
ー

シ ョ ン ・ボ ッ チ ャ を体 験 した 3歳〜65歳 の 参加者 111名
に 対 し、楽 しか っ た点や 良か っ た 点 と ともに 問 題 点 を記 入 す る

内 容 の ア ン ケ
ー

ト調査 を行 っ た。感想 を 身休 的 ・情緒的 ・知 的 ・

社 会的側面 の 四 つ に分 類 した。【結 果】全員 が 「面 白か っ た」 と

（37）37
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回答 した、，身体 的 ・．1青緒 的 ・知的 ・杜会的 の 四 つ の 側 面全 て に

お い て、ボ
ール が 重 く特殊 で あ る こ とが 負 の 評価 とな っ た。

〈 ソ フ トボ ッ チ ャ の 心 理 的効 果 の 分 析 〉 【方法 】短期大 学女 r・

学生 お よ び 中高年者 に 対 し、Spielberger〔1970） に よ る STAI
（State−Trait．　Anxiety　Invent。ry ） 状 態

一
特性不 安尺 度 の 日本語

版 調査 用紙 を採 用 し、ソ フ トボ ッ チ ャ 前 後 の変 化 を測 定 した 。
【結果】短期大 学女子 学生 42名 （IE．5± 0．5歳）に対す る ソ フ トボ ッ

チ ャ前 後 の 状 態 不 安 得点 は、45．1± 8．3か ら41．9⊥ 7．4と な り、1％

水準 で 有 意 に低 1・
』
し た，特性不安得 点は、47．8± 7．6か ら47D± 7．5

と な り、有意 な変化 は 見 られ なか っ た。中高年 者 15名 （63．5± 8、2
歳 ） に 対 す る ソ フ 1．ボ ッ チ ャ 前後の 状態 不 安得点 は、421± 9．3
か ら35．4± 7．5 と な り、0．1％ 水準 で 有意 に 低 ドし た。特性 不 安得

点 は、42．5±7．3か ら 41．2± 6．3 とな り、有意 な変化 は 見 られなか っ

た．
【考察 】レ ク リエ

ー
シ ョ ン 活 動の

一
つ と しての ソ フ トボ ッ チ ャ は、

人の 心埋 面 に働 きか けて、状 態不安 を減 少さ せ る こ とが 可 能と

な る とい うこ とが示 唆 され tt，，よ っ て 、デ イサ
ー

ビ ス 等 に お け

る 要支援 ・要 介護 高齢 者 や 地 域 福 祉 セ ン タ
ー・

公 民 館 ・在 宅 の

高齢 者等 を対 象 に し、ソ フ トボ ッ チ ャ を 普及 させ る こ とが 望 ま

れ る c

3D分 間マ イ ペ ー
ス 歩 ・走の 実践

○ 下 井
一

夫 （大 阪 府 立高槻 支援学 校）

　3学 期 の 体 育授 業 は 、3 月の マ ラ ソ ン 大 会 に 向けて 持久 走が 行

わ れ る。こ れ まで の 実践 で は、30分 間 とい う比較 的長い 時同 を

生徒 た ちが 走 り通 せ る よ うに 走 運動 の 時 間 を 5分 間→10分 間
一・15．分 間 と段階 的 に長 くして行 っ て きた．しか し、生徒 側か ら

み れ ば 笛 の 合 図 と と もに 中 ・強 度 の運 動 が 始 ま り、しか も運動

の 時 間が 長 くなる こ とは、身体 的 ・精神 的負 担 も長 く続 く と い

うこ とで もあ っ た。そ の ため生 徒 の 中に は 自己 コ ン トロ ール し

な が ら
一

定 の ペ
ー

ス で 走 り通 す 者 が い る も の の 、30分 問 とい う

運動 時問の 事 を余 り考 えず に 過度の ス ピードで 走 りだ して は、歩

く とい うパ タ
ー・ン を繰 り返 えす者 もい た。その ため持久 走 に対

し て 却 っ て 身体 的 ・精神 的苦痛 を抱 か せ る こ と に な り、意欲 の

低 ドに つ なが る要 因 とな っ て い た と考 えられ る 。そこ で 今 回、全

授 業 を通 し て 30分 間 とい う運 動 時聞 の枠 を変えず に活動内容 を

「歩 く時 間」 と 「走 る 時間」 に わ け、授業 回数 と と もに 走 る時問

を 艮 く して い っ た。また 走 運動 に集 中 しや す い よ うに 1分 間 に

155歩 の リズ ム の 音 を流 し、生 徒 に は音 を 聞 き なが ら
一

定の リ ズ

ム で 「歩 く」、また は 「走 る 1よ うに指導 した．また h記 の 活動

内 容 は、生 徒 の 発 達 課 題 に 応 じて 3 つ の コ
ース （100m、135m、

158m 〕 を 設 けて
一

斉 に 実施 し た。そ の 結 果、  1ピ ッ ピ ッ ピ」

とい う音 に合 わ せ て リズ ム よ く運動す る こ とは、　
・
定の 速 度 で

運動 〔歩 き ・走 切 す る こ と を埋 解 させ る上 で 有 効 と思 わ れ た。
  活動 冖 的 情 に 合 わ せ て 運動 する ） の 明確 化 と運 動 時間の

．

定化 〔30分 問 ）は、こ れ まで の 実陵 と比 較 して 生徒 の 意欲 的 な

活勳 を引 き出 した と思 わ れ た。  今回 の 実践 を通 して多様 な生

徒 が 在籍 す る 支援 学校 で は、生 徒 が 気持 ち 良 く30分 間運 動 を続

け る た め に は 、「走 る こ と」を強訓 する よ りも運動の 形態 に と ら

わ れ な い で
一

定の リ ズ ム 〔ピッ チ ） を強 調 した 指導が 有効 と思

わ れ た 、、

ハ ン ドサ ッ カ
ー

の 紹介
〜東京都肢体不 自由特別支援学校 に お け る 取組〜

○ 曽根裕 二 （大阪体育大学 健康福祉学部 ）

　山出 ll青信 〔東京都立光 明特 別支援 学校 ）

　黒 澤　勝 （武蔵野市立 第 四 中学校 〕

ドサ ッ カー一！ と い う種 EIに取 り組 ん で い る 。

一・
都 肢特 支の 体育

授 業 で の 実 践 と して 始 ま っ た 種 目で あ る が 、学校 間 で ル
ー

ル の

統一を 行い 、平 成元 年 に は数校 で の 対 外 試 合が 開 催 され た （第 1

回大 会）。そ の 後、規模 は拡 大 を続 け、現在 で は 高等部 を 有す る

都肢 特支 の 全 て （17校） が 参加 す る よ う に な り、今 年度 は 第23

囘大会 を迎 え る．また、他 県か らの 視 察 も受 け 入 れ、茨 城 県 に

お い て も実 施 さ れ る よ う に な っ た。本研 究 で は、都肢 特 支で 行

わ れ て い る 「ハ ン ドサ ッ カ
ー
」 とい う種 目 を紹介 し、重 度の 肢

体 不 自由児 （者〕 が 参 加 で きる ス ボ
ー一

ツ に つ い て の
一

資 料
．
と す

る こ と を 目的とす る 。

【主 なル ール 説 明】「ハ ン ドサ ソ カ
ー
」 は 選 手 〔生 徒 ）の 障害の

実 態 に 合 わせ、フ ィ
ール ドプ レ イ ヤ

ー4名、ス ペ シ ャ ル シ ュ
ー

タ
ー

1名、ポ イ ン トゲ ッ ター1名、ゴ ー
ル キ

ーパ ー1名の 計 7名の 選

手が 1チ
ーム とな り、得点 を競 い 合 う種 目で ある （ル

ー
ル の 詳細

に つ い て は ル
ー

ル ブ ッ ク、発表 ビ デ を参照 ）。
【成果 と展望】大会 は ス ポーツ を 楽 しむ場 と して だ け で な く、他

校 の 生 徒 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の場 に もな っ て い る。活動 範

囲、交 友関係 が 限定 的 に な りが ち な肢体不 自由JUに とっ て 他 校

の 同世 代 の 仲間 1：ラ イ バ ル ） と接 す る 機会 を 提供 す る こ と もで

きて い る 。 ICT 機器 の活用 に よ り、大会会場だけで な く、その 後

も交流 が 続 い て い る 例 もあ る 。 ま た、ハ ン ドサ ッ カ
ー

の 楽 し さ

に魅 せ ら れ 卒 業 後 にチ
ーム を結 成 し、練習 に 励 ん で い る 者 も少

な くない 。実際、卒 業生 が企画、運営 す る 卒業生 対象の 大会も

小 規 模 なが ら 開 催 され て い る。こ れ らの こ とか ら学校体 育 だ け

で な く生 涯 ス ポ
ー

ッ と して の 1ハ ン ドサ ッ カ
ー

」 の 可 能性 も期

待 され る 。

ス ペ シ ャ ル オ
1
丿ン ピ ッ ク ス 日本 に お ける未 普及競 技へ の 取 り 組

み に 向け て
．．2011年ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ クス 夏季世 界 大会 ・

ア テ ネの 状況 か ら
一

O 井上 明浩 （僉 沢星稜大学　人 聞科学部）

【目 的 】2011年 6月 25 − 7月 4 日 の 日程 で 、阯界 185の 国 と地 域

か ら約 7．500人の ア ス リートが 集 い 2011年 ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ

ク ス 夏季 世 界大 会 ・
ア テ ネが ギ リ シ ャ 共利 国 ア テ ネ とそ の 近郊

で 開催 さ れ た。21の オ リ ン ピッ ク タ イ プ の 公 式競 技 の 内、日本

は 9競技 （水 泳、陸上、バ ドミ ン トン 、ボ ウ リ ン グ、ゴ ル フ 、体

操、卓球、テ ニ ス 、バ レ
・一ボール ）に ア ス リ

ート52人 コ ーチ ・

役員 23 人が 出場 した。1980 年 に 日本 ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ ク委

員 会が 発足 、現 体制 の ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ ク ス 囗本 は 1994 年

に発足 した 。 日本 に紹介 され て 30年以上 が経過 し て い る もの の、
現 在 もな お全 国 47都道府 県 に そ の 地 区組織が 完全 に 設 立 して い

ない ばか りか、国 内 で は まだ全 く 予つ か ず の 公式競技 がある 。知

的 障害 者 ス ポ
ー

ツ の 地球 規模 の 最大 の イ ベ ン トで あ る ス ペ シ ャ

ル オ リ ン ピ ッ ク ス の 公 式 競技 で ある とい うこ とは 、既 に 全世 界

的 に そ の 競 技が 普 及 して い る と言 える。国 内 の 知 的 障害者 ス ポ
ー

ツ の 発展 に 向 けて 、今 回の 夏 季 世界 大会 を 通 して 、国 内未普 及

競技 につ い て 見聞する．
【方法 1 大 会 期 「djに現 地 人 り し、公 式 及 び公 開 全 翫 技 を取 材 調 査

した，，特 に 口本 が 未 普及競技 は、参 加国、選手層、試合 会場 の

配 置や 競技運 営等詳 し く調 査 を行 っ た。
【結果】1．未普及公式競技、ハ ン ドボ

ー
ル 、柔道、ロ

ー
ラ
ー

ス ケ
ー

ト、ヨ ッ ト、パ ワ ー
リ フ テ ィ ン グ、カ ヤ ッ ク 　2．未 普及公 開競 技、

ビ
ー

チ バ レ
ー

ボ
ー

ル 、ヤ ン グ ア ス リ
ー

トプ ロ グ ラム 　3．公 式競技

以外 の 日本独 自の競 技、フ ラ イン グデ ィ ス ク

　ス ペ シ ャ ル オ リ ン ピ ッ クス ス ポ
ー

ツ ブ ロ グ ラ ム の 普及 振興 の

み な らず、国内 の 知 的障 害者 ス ポ ーツ の さ らなる発 展 の 観点 か

ら、未普及競技 へ の 取 り組 み が 急が れ る。

【背 景 と 目的 】東 京 都 の 肢 体 不 自由特 別支援 学校 （以下、都肢特支）

で は重度 の 肢 体不 自由が あ っ て も参加 で きる 球技 と して 「ハ ン
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